
中学校・第３学年・国語科・「Ｂ書くこと」（推敲）①

主たる学習活動

育成を目指す資質・能力（主たる指導事項）
第３学年「Ｂ書くこと」
エ 目的や意図に応じた表現になっているかなどを確かめて，文章全体を整えること。

文書作成ソフトを使って文章を書くことで，
①コメント機能を用いて助言し合ったり，助言に対する自分の考えを書き留めたりすることができる。
②校閲機能を用いて推敲することができる。
③教師は，①②の履歴を確認することで，適切な評価を行うことができる。

ICT活用のポイント

単元 「関心のある事柄について投書を書く ～多様な読み手を
想定して文章全体を整える～」（第３学年・４時間）

関心のある事柄から新聞に投書する題材を決め，自分の意見と根拠を整理する。
文章作成ソフトで下書きを入力する。

読み手の立場に立って自分の下書きを読み，
目的や意図に応じた表現になっているかを確かめる。

希望者は，清書したデータを投稿する。
文章作成ソフトの校閲機能を用いて推敲する。

グループで下書きを読み合い，分かりにくい部分等
についてコメント機能を用いて確認し合う。
投書にふさわしい表現について考える。

（単元終了時）
コメントや校閲機能による修正の跡が
残っているデータを教師に提出。

（参考）「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料【中学校 国語】事例２pp.50-57

「Ｂ書くこと」
の学習過程

←投稿の準備を
進める生徒



中学校・第３学年・国語科・「Ｂ書くこと」（推敲）②

【事例におけるICT活用の場面①-2】

【事例におけるICT活用の場面①-1】

【活用したソフトや機能】 文章作成ソフト

【生徒Ｐがコメントを書き込んだ下書きの例】

【生徒Ｐがコメントを書き込んだ下書きの例】

【コメント機能の使用例と活用のポイント等】

下書きを読み直し，自分（生徒Ｐ）が気付いた点を入力
する。
入力してくれた友達のコメントを読んで，更に気付いた点等を
自分（生徒Ｐ）で入力する。

下書きを交流し，生徒Ｐの文章について友達が気付いた点
等を入力する（要記名）。

互いに助言し合うことに有効。その際，記名させることで，
以下の場面で特に有効。

友達への助言に活用するだけではなく，例えば，以下の点
を考えさせて書き留めさせることが有効。

教師も生徒とともに助言したり，回収後のフィードバックに活
用したりすることにも有効。
→授業中に十分指導できなかった生徒等への対応が可能。

• 助言に対する自分の考え
• 自分の文章を読み返して考えたこと（よい点や改善点）
→コメントを付すことが自分の文章を客観的に読むことにつな
がる。

自分のコメント【Ｐ１】
を踏まえ，削除。

自分のコメント【Ｐ１】
を踏まえ，追加。

友達からのコメント【Ｐ３，４】
を踏まえ，修正。

検討後，推敲

• コメントの意図を尋ねたり，よりよい表現を互いに助言し
合ったりする場面

• 教師が生徒の学習の状況を把握する場面


